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参考：日本人の平均年収 420 万円（国税庁 平成 27 年分 民間給与実態統計調査結果） 
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表７　介護福祉士養成専攻への要望
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Ⅴ．結語
　本調査で、介護福祉士資格を取得した卒業生
の多くは介護・福祉領域に就業し、自身でキャ
リアアップをしている現状が明らかとなった．
対象者によっては経済的な苦慮、様々な理由で
就業を断念した実態も明らかとなった．今後、
介護福祉士の就業、就業断念における要因分析
などを詳細に行い、望ましいキャリアパスを検
討するとともに、介護福祉士の資格を持つ卒業
生への支援、介護福祉士の資格取得を目指す在
校生への情報提供を模索することが求められる
と考えられた．
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悲観した結果、離職していると考えられた．介
護福祉士において賃金の低さが強調されている
が、他業種との賃金格差は改善されており、卒
業生および在学生に正確な情報を提供すること
が重要であると考えられた．
４．介護の学びと要望について
　対象者の多くが介護福祉についての学習が生
かされたと実感し、多くが日常生活場面に活か
されている結果であった．介護福祉領域は身体
機能や認知機能の低下に関する知識や支援技術
だけでなく、コミュニケーションやレクリエー
ション、介護保険制度など、現在の生活に即し
た内容が学べる特徴を持つ．就業や対象者の周
囲に介護を必要とする場面が多く、それらが生
かせている結果ではないかと考えられた．
　要望としては卒業生間、教員間との交流が多
く挙げられていた．健康福祉研究会として、卒
業生間および教員と交流できる場を設けている
が、SNSの活用や卒業生向けのキャリアアップ
支援など、ネットワーク構築が必要不可欠であ
ると考えられた． （ ）
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